
　
今
回
の
診
療
報

酬
改
定
で
は
、
か

か
り
つ
け
機
能
を

評
価
す
る
項
目
が

新
設
さ
れ
て
い
る
。

小
児
か
か
り
つ
け

診
療
料
も
そ
の
一
つ
で
あ
る
。

施
設
基
準
・
算
定
要
件
は
、時

間
外
対
応
の
部
分
を
除
き
、
ほ

と
ん
ど
の
小
児
科
診
療
所
は
こ

れ
を
満
た
し
て
い
る
で
あ
ろ

う
。
つ
ま
り
小
児
科
診
療
所
は

十
分
か
か
り
つ
け
医
な
の
で
あ

る
。さ
ら
に「
通
常
の
診
療
に
加

え
、
夜
22
時
く
ら
い
ま
で
は
自

院
に
通
院
す
る
患
者
さ
ん
に
対

応
す
れ
ば
か
か
り
つ
け
医
と
し

て
認
め
る
」と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
こ
れ
は
当
然
の
こ
と
な
の
だ

ろ
う
か
？
　
た
だ
で
さ
え
忙
し

い
日
常
診
療
に
加
え
て
「
常
時

対
応
」
を
迫
ら
れ
る
心
理
的
・

身
体
的
負
担
は
大
き
い
。
勤
務

医
時
代
は
急
病
診
療
所
に
出
務

す
る
と
、
患
者
の
約
9
割
は
小

児
で
あ
り
朝
ま
で
ず
っ
と
働
い

て
い
た
も
の
だ
。「
常
時
対
応
」

の
看
板
を
あ
げ
れ
ば
、
感
染
症

等
の
急
性
疾
患
の
多
い
小
児
科

で
は
頻
繁
に
連
絡
が
く
る
こ
と

は
必
至
で
あ
る
。
簡
単
な
投
薬

や
点
滴
く
ら
い
は
、
自
院
で
対

応
す
る
よ
う
に
な
り
、
時
間
外

診
療
が
常
態
化
す
る
可
能
性
も

あ
る
。
患
者
の
た
め
と
は
い

え
、
そ
れ
は
や
は
り
不
自
然
で

ど
こ
か
で
休
め
る
状
況
が
な
い

と
疲
弊
し
て
し
ま
う
と
思
う
。

　
も
う
一
つ
違
和
感
が
あ
る
の

は
患
者
と
の
同
意
書
で
あ
る
。

こ
れ
で
は
患
者
に
心
理
的
な
強

制
力
が
生
じ
て
し
ま
う
。
関
係

が
良
好
な
間
は
よ
い
が
、
う
ま

く
い
か
な
い
場
合
に
そ
っ
と
離

れ
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
る
。

ト
ラ
ブ
ル
を
避
け
る
た
め
患
者

が
何
も
言
わ
ず
他
の
医
療
機
関

と
の
間
で
同
意
書
を
交
わ
し
た

場
合
、
患
者
は
必
要
で
あ
っ
て

も
最
初
の
診
療
所
に
は
受
診
し

に
く
く
な
る
だ
ろ
う
し
、
二
つ

の
医
療
機
関
で
診
療
料
が
算
定

さ
れ
た
場
合
は
、
診
療
報
酬
請

求
時
に
返
戻
と
な
っ
て
、
医
療

機
関
同
士
で
話
し
を
つ
け
る
と

い
う
こ
と
に
な
り
か
ね
ず
、
医

療
機
関
同
士
の
関
係
も
こ
じ
れ

て
し
ま
う
こ
と
も
起
こ
り
得

る
。
地
域
連
携
を
推
進
す
る
ど

こ
ろ
か
逆
効
果
で
あ
る
。

　
小
児
科
診
療
所
は
か
な
り
頑

張
っ
て
い
る
。
時
間
外
対
応
を

無
理
強
い
せ
ず
、
主
た
る
か
か

り
つ
け
医
を
中
心
に
緩
や
か
に

地
域
が
つ
な
が
れ
る
よ
う
に
、

医
師
と
患
者
の
関
係
を
一
つ
に

固
定
す
る
こ
と
な
く
、
小
児
科

の
診
療
報
酬
自
体
を
評
価
し
て

も
ら
い
た
い
も
の
で
あ
る
。

違
和
感
の
あ
る
小
児

か
か
り
つ
け
診
療
料

　
桜
が
咲
い

て
新
年
度
を

迎
え
門
出
の

季
節
だ
が
、

そ
の
前
に
は
別
れ
が
あ
り
、
2

人
の
医
学
部
退
官
教
授
の
最
終

講
義
に
出
席
し
た
。
と
も
に
定

年
前
の
決
断
で
、
よ
り
若
い
力

の
あ
る
う
ち
に
次
の
ポ
ス
ト
で

の
活
躍
が
期
待
さ
れ
、
早
期
に

異
動
す
る
例
が
最
近
増
え
て
い

る
ら
し
い
▼
大
学
で
診
療
と
教

育
と
研
究
と
い
う
重
責
を
担
っ

て
活
躍
さ
れ
た
過
酷
な
緊
張
の

日
々
か
ら
解
放
さ
れ
る
安
堵
感

が
見
て
取
れ
、
長
き
に
亘
る
ご

奮
闘
に
心
か
ら
の
祝
福
を
送
っ

た
▼
印
象
的
な
の
は
、
一
人
前

の
医
師
と
し
て
自
覚
で
き
る
ま

で
の
下
積
み
の
日
々
、
次
々
に

新
し
い
患
者
さ
ん
と
そ
の
病
気

に
向
き
合
っ
て
地
道
な
学
び
を

繰
り
返
す
暗
中
模
索
・
悪
戦
苦

闘
の
新
米
時
代
の
鮮
や
か
な
思

い
出
話
で
あ
る
▼
始
め
は
バ
ラ

バ
ラ
に
認
識
さ
れ
た
病
態
が
よ

う
や
く
ま
と
ま
る
よ
う
に
な

り
、
敷
衍
化
さ
れ
分
類
で
き

（
診
断
が
つ
き
）ど
ん
ど
ん
数
が

こ
な
せ
る
よ
う
に
な
る
と
、
個

々
の
患
者
さ
ん
の
〝
人
〞が
見

え
な
く
な
っ
て
い
く
▼
一
人
ひ

と
り
の
患
者
さ
ん
か
ら
よ
く
聞

い
て
よ
く
診
て
、そ
の〝
人
〞
に

し
っ
か
り
向
き
合
え
る
医
師
に

な
っ
て
ほ
し
い
。
時
に
は
基
礎

研
究
に
戻
る
選
択
も
あ
る
だ
ろ

う
。
先
輩
医
師
の
適
切
な
指
導

の
も
と
、
チ
ー
ム
の
中
で
人
に

見
守
ら
れ
医
師
は
育
て
ら
れ
て

い
く
▼
来
年
か
ら
始
ま
る
新
専

門
医
制
度
で
日
本
の
医
師
養
成

が
変
え
ら
れ
よ
う
と
し
て
い
る

が
、
医
師
に
な
ろ
う
と
す
る
人

の
そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
に
見
合
っ

た
自
由
な
学
び
方
の
選
択
を
保

障
す
る
こ
と
が
何
よ
り
大
切
な

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。（
さ
）

　
東
山
医
師
会
選
出
の
代
議
員
及
び
中
京
東
部
医
師
会
選
出

の
予
備
代
議
員
欠
員
に
伴
う
補
欠
選
挙
を
行
い
ま
し
た
と
こ

ろ
、
立
候
補
者
数
は
定
数
以
内
で
し
た
の
で
、
京
都
府
保
険

医
協
会
選
挙
規
定
第
2
章
第
31
条
に
よ
り
無
投
票
当
選
人
と

決
定
し
ま
し
た
。
任
期
は
2
0
1
7
年
4
月
30
日
ま
で
。

　（
代
　
議
　
員
）  

岩
﨑 

淳
（
東
山
）

　（
予
備
代
議
員
）  

市
岡 

健
太
郎
（
中
京
東
部
）

 

（
敬
称
略
）

代
議
員
・
予
備
代
議
員
　

補
選
結
果
の
報
告

東 山

　
Ｔ
Ｐ
Ｐ
（
環
太
平
洋
経
済
連

携
協
定
）
の
承
認
案
と
関
連
法

案
が
、
4
月
5
日
午
後
の
衆
院

本
会
議
で
審
議
入
り
し
た
。
関

連
法
案
は
、
著
作
権
法
や
独
占

禁
止
法
な
ど
国
内
の
制
度
改
正

を
伴
う
7
法
案
と
、
農
林
水
産

関
連
4
法
案
の
計
11
本
を
ま
と

め
た
一
括
法
案
。

　
審
議
で
野
党
は
、
2
0
1
2

年
衆
院
選
時
の
自
民
党
公
約
お

よ
び
重
要
5
項
目
を
守
る
と
し

た
国
会
決
議
に
違
反
し
て
い
る

こ
と
を
追
及
。
こ
れ
に
対
し
安

倍
晋
三
首
相
は
、「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
断

固
反
対
と
言
っ
た
こ
と
は
一
回

も
な
い
」「
決
議
の
趣
旨
に
沿

う
も
の
と
評
価
し
て
い
た
だ
け

る
」
な
ど
と
強
弁
。

　
さ
ら
に
、
政
府
の
公
開
し
た

交
渉
関
連
文
書
の
大
半
が
黒
く

塗
り
つ
ぶ
さ
れ
て
い
た
こ
と

や
、
衆
院
特
別
委
員
会
の
西
川

公
也
委
員
長
が
出
版
を
予
定
し

て
い
る
交
渉
の
内
幕
本
を
巡
っ

て
政
府
の
情
報
公
開
姿
勢
に
野

党
が
猛
反
発
。
審
議
が
ス
ト
ッ

プ
し
た
。
当
初
は
6
月
1
日
の

会
期
末
ま
で
に
成
立
さ
せ
る
構

え
で
あ
っ
た
が
、
夏
の
衆
院
選

へ
の
影
響
を
懸
念
し
て
秋
の
臨

時
国
会
へ
の
先
送
り
が
検
討
さ

れ
て
い
る
。

　
Ｔ
Ｐ
Ｐ
を
批
准
さ
せ
な
い
国

会
外
の
動
き
も
大
き
く
つ
く
ら

れ
て
い
る
。
3
月
30
日
に
は

「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
を
批
准
さ
せ
な
い
国

会
行
動
」
が
行
わ
れ
、
7
0
0

人
が
参
加
。
前
日
本
医
師
会
長

の
原
中
勝
征
氏
（
Ｔ
Ｐ
Ｐ
阻
止

国
民
会
議
代
表
世
話
人
）
が
あ

い
さ
つ
す
る
な
ど
、
各
界
か
ら

　
説
明
会
で
は
『
点
数
表
改
定

の
ポ
イ
ン
ト
』（
保
団
連
発
行
）

を
テ
キ
ス
ト
に
、
協
会
理
事
者

か
ら
な
る
講
師
団
が
わ
か
り
や

す
く
説
明
。
改
定
の
具
体
的
内

容
と
し
て
、
前
回
改
定
に
引
き

続
き
、
7
対
1
病
床
を
減
ら
す

た
め
に
「
重
症
度
、
医
療
・
看

護
必
要
度
」
や
「
在
宅
復
帰

率
」
の
要
件
が
強
化
さ
れ
た
こ

と
や
、
在
宅
医
療
で
は
「
単
一

建
物
診
療
患
者
」
と
い
う
考
え

方
が
導
入
さ
れ
る
な
ど
し
て
、

在
宅
や
施
設
で
の
医
学
管
理
の

考
え
方
に
変
更
が
あ
っ
た
こ

と
。
ま
た
、
投
薬
で
は
残
薬
確

認
の
仕
組
み
の
導
入
や
投
与
薬

剤
数
を
減
ら
す
こ
と
へ
の
評
価

の
導
入
、
湿
布
薬
の
70
枚
超
の

処
方
制
限
、
院
内
処
方
で
の
後

発
医
薬
品
の
処
方
割
合
・
使
用

体
制
を
評
価
し
た
加
算
の
導
入

な
ど
に
つ
い
て
解
説
し
た
。

　
当
日
の
様
子
は
、
協
会
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
の
保
険
医
専
用
サ
イ

ト
で
公
開
中
。
も
う
一
度
確
認

し
た
い
内
容
な
ど
が
あ
れ
ば
ご

活
用
い
た
だ
き
た
い
。

28
日
は
Ｑ
＆
Ａ
等
の
説
明
会

引
換
券
を
忘
れ
ず
に

　
4
月
28
日
に
は
、
改
定
後
の

初
め
て
の
レ
セ
プ
ト
提
出
を
前

に
、
点
数
改
定
の
運
用
や
レ
セ

プ
ト
記
載
要
領
の
変
更
な
ど
を

詳
し
く
解
説
す
る
「
新
点
数
運

用
Ｑ
＆
Ａ
・
レ
セ
プ
ト
の
記

載
」
説
明
会
を
開
催
す
る
。
テ

キ
ス
ト
は
会
場
に
て
引
換
券

（
4
月
6
日
頃
に
お
届
け
し
た

往
復
ハ
ガ
キ
、
全
会
員
宛
送

付
）
と
引
き
換
え
る
の
で
、
必

ず
ご
持
参
い
た
だ
き
た
い
。
な

お
、
説
明
会
に
参
加
さ
れ
な
い

方
に
は
、
5
月
6
日
に
テ
キ
ス

ト
を
送
付
す
る
予
定
だ
。
会
場

は
テ
ル
サ
ホ
ー
ル
（
京
都
テ
ル

サ
内
）。

　
協
会
は
3
月
21
日
、「
点
数
表
改
定
の
ポ
イ
ン
ト
」
説
明

会
を
京
都
産
業
会
館
シ
ル
ク
ホ
ー
ル
で
開
催
。
当
日
は
2
部

構
成
と
し
、
午
前
に
第
1
部
と
な
る
「
入
院
」
を
、
午
後
に

第
2
部
の
「
入
院
外
」
に
つ
い
て
解
説
し
た
。
参
加
者
は

6
0
0
人
に
の
ぼ
っ
た
。

中京東部

協
定
の
危
険
な
内
容
が
告
発
さ

れ
た
。
4
月
21
日
に
も
保
団
連

な
ど
が
「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
を
批
准
さ
せ

な
い
院
内
集
会
」
を
開
催
予
定

で
あ
る
。

　
京
都
で
は
、
協
会
も
参
加
す

る
Ｔ
Ｐ
Ｐ
京
都
ネ
ッ
ト
が
地
元

国
会
議
員
に
要
請
す
る
と
と
も

に
、
各
地
で
宣
伝
行
動
を
行
っ

て
い
る
。

協
定
の
内
容
解
説

パ
ン
フ
を
同
封

　
本
紙
に
、
保
団
連
も
参
加
す

る
「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
テ
キ
ス
ト
分
析

チ
ー
ム
」
が
作
成
し
た
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
「
そ
う
だ
っ
た
の
か
！

Ｔ
Ｐ
Ｐ
」
を
同
封
し
た
。
参
考

に
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

ポ
イ
ン
ト
を
説
明
す
る
厚
い
講
師
陣
（
左
か
ら
鈴
木
、渡
邉
、

藤
田
、
吉
河
、
森
、
種
田
各
氏
）。

Ｔ
Ｐ
Ｐ
承
認
案
で
国
会
紛
糾

批
准
阻
止
の
動
き
さ
ら
に
大
き
く

「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
を
批
准
さ
せ
な
い
国

会
行
動
」
が
行
わ
れ
、

人
が
参
加
。
前
日
本
医
師
会
長

患
者
署
名
に
ご
協
力
を
!

本
紙
2
9
6
1
号
で

署
名
用
紙
を
お
届
け
し
て
い
ま
す
。

ス
ト
ッ
プ
！

患
者
負
担
増
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主な内容

2
0
1
6

診
療
報
酬
改
定
こ
う
み
る
③ 

（
2
面
）

地
区
医
師
会
と
の
懇
談（
東
山
・
相
楽
）

 

（
3
面
）

政
策
解
説
・
医
療
従
事
者
需
要
推
計
の
正
体 

（
4
面
）

複雑な改定をわかりやすく！
改定のポイント説明会を開催



　
協
会
は
ひ
ろ
せ
税
理
士
法
人
の
花
山
和
士
税
理
士
を
講
師

に
、
医
療
法
人
講
習
会
を
3
月
31
日
に
開
催
。
本
講
習
会

は
、
2
年
に
1
回
開
催
し
て
お
り
、
医
療
法
人
化
の
タ
イ
ミ

ン
グ
お
よ
び
メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト
を
中
心
に
説
明
を

行
っ
た
。

将
来
見
越
し
て

法
人
化
を

　
医
療
法
人
化
の
動
機
と
し
て

は
、
第
一
に
、
所
得
税
や
相
続

税
の
節
税
対
策
。
第
二
に
、
事

業
継
承
。
第
三
に
、
2
カ
所
開

設
や
介
護
の
付
帯
事
業
の
必
要

性
、
患
者
へ
の
信
頼
増
幅
な
ど

経
営
的
理
由
が
上
げ
ら
れ
る
。

　
医
療
法
人
化
の
タ
イ
ミ
ン
グ

と
し
て
は
、
医
業
収
益
の
課
税

所
得
が
3
0
0
0
万
円
以
上
に

な
れ
ば
節
税
効
果
と
厚
生
年
金

保
険
料
の
負
担
が
同
額
ぐ
ら
い

先
の
節
税
効
果
だ
け
に
捉
わ
れ

る
こ
と
な
く
、
院
長
の
年
齢
も

考
慮
し
、
事
業
継
承
ま
で
の
長

期
ス
パ
ン
で
将
来
を
見
越
し
た

判
断
が
必
要
で
あ
る
。

に
な
り
メ
リ
ッ
ト
が
出
て
く
る

が
、
院
長
の
個
人
的
支
出
が
膨

ら
む
教
育
資
金
や
住
宅
購
入
資

金
が
必
要
な
時
期
に
法
人
化
す

る
と
、
個
人
の
資
金
繰
り
が
苦

し
く
な
る
可
能
性
も
あ
る
。
医

療
法
人
化
に
あ
た
っ
て
は
、
目

属
設
備
な
ど
の
財
産
を
基
金
と

し
て
拠
出
す
る
場
合
は
、
課
税

資
産
の
譲
渡
等
に
該
当
す
る
た

め
、
消
費
税
の
取
扱
い
に
つ
い

て
も
注
意
を
促
し
た
。

　
そ
の
他
、
相
続
の
際
に
持
分

放
棄
す
れ
ば
納
税
猶
予
・
免
除

が
受
け
ら
れ
る
「
認
定
医
療
法

人
制
度
」
や
、
医
療
法
人
の
運

営
と
し
て
、
毎
期
決
算
後
の
事

業
報
告
、内
部
留
保
の
考
え
方
、

基
金
拠
出
型
医
療
法
人
の
「
資

本
金
」「
基
金
の
返
還
」
に
つ

い
て
解
説
。
医
療
法
人
の
解
散

認
可
手
続
き
・
個
人
事
業
化
、

役
員
退
職
給
与
の
適
正
額
の
算

定
法
、
持
分
な
し
医
療
法
人
へ

の
移
行
の
留
意
点
に
も
触
れ
、

幅
広
い
内
容
で
説
明
を
行
っ

た
。
講
習
会
終
了
後
は
、
参
加

者
か
ら
の
質
問
に
対
応
し
た
。

法
人
化
の
メ
リ
ッ
ト
と

デ
メ
リ
ッ
ト

　
法
人
化
の
メ
リ
ッ
ト
は
主

に
、
所
得
税
（
個
人
住
民
税
含

め
最
高
55
％
）
と
法
人
税
（
実

効
税
率
約
30
〜
35
％
）
の
税
率

差
に
よ
る
節
税
効
果
、
概
算
経

費
率
の
活
用
（
措
置
法
26
条
・

67
条
の
適
用
）、
自
由
診
療
収

入
に
対
す
る
消
費
税
の
節
税
、

理
事
長
個
人
・
配
偶
者
・
親
族

へ
の
役
員
報
酬
の
支
給
、
法
人

の
内
部
留
保
（
法
人
の
財
布
）

は
相
続
税
の
対
象
外
（
基
金
部

分
を
除
く
）で
あ
る
こ
と
な
ど
。

　
一
方
、デ
メ
リ
ッ
ト
は
、基
金

拠
出
型
医
療
法
人
の
場
合
は
、

解
散
時
の
残
余
財
産
は
国
や
地

方
公
共
団
体
等
に
帰
属
す
る
こ

と
に
な
る
の
で
、
事
業
継
承
予

定
が
な
い
場
合
は
、
将
来
の
役

員
退
職
金
の
支
給
範
囲
内
に
利

益
積
立
金
を
抑
え
る
必
要
が
あ

る
こ
と
。
ま
た
、
特
定
同
族
会

社
事
業
用
宅
地
等
の
小
規
模
宅

地
の
特
例
適
用
が
な
く
、
内
部

留
保
が
大
き
く
な
り
過
ぎ
る
と

法
人
税
計
算
上
、
交
際
費
が
課

税
さ
れ
る
こ
と
。
持
分
あ
り
医

療
法
人
含
め
、
個
人
で
自
由
に

使
え
る
資
金
が
少
な
く
な
る
、

税
務
調
査
の
対
象
と
な
り
や
す

い
、
一
定
の
情
報
開
示
が
行
わ

れ
る
こ
と
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。

設
立
時
の
注
意
点

　
医
療
法
人
設
立
ま
で
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
は
、
京
都
で
は
年
4

回
、1
月
・
4
月
・
7
月
・
10
月

の
設
立
と
な
り
、
ヒ
ア
リ
ン
グ

は
2
回
、
院
長
の
同
行
は
必
要

な
い
。
確
認
す
べ
き
手
続
き
事

項
は
、
テ
ナ
ン
ト
の
賃
貸
借
契

約
、
リ
ー
ス
契
約
、
レ
ン
ト
ゲ

ン・麻
薬
施
用
者
免
許
の
有
無
、

結
核
・
労
災
・
特
定
疾
患
等
の

指
定
、施
設
基
準
の
届
出
な
ど
。

法
人
名
称
や
理
事
・
監
事
、
決

算
月
は
、
最
初
に
決
定
す
る
。

ま
た
、
個
人
名
義
の
銀
行
借
入

金
を
医
療
法
人
へ
引
き
継
ぐ
場

合
は
、
京
都
府
の
認
可
が
必
要

と
な
る
。
さ
ら
に
、
個
人
事
業

の
用
に
供
し
て
い
た
医
薬
品
、

器
具
お
よ
び
備
品
、
建
物
の
附

ポ
イ
ン
ト
の
解
説
を
行
う

花
山
税
理
士

　
在
宅
医
療
分
野
に
お
け
る
今

次
改
定
の
印
象
を
一
言
で
言
う

な
ら
、「
ど
こ
ま
で
複
雑
に
し

た
ら
気
が
済
む
の
」で
あ
ろ
う
。

　
前
回
の
改
定
で
行
わ
れ
た
、

「
同
一
建
物
居
住
者
」
に
対
す

る
理
不
尽
な
管
理
料
の
減
額

は
、
改
善
さ
れ
る
ど
こ
ろ
か
ま

す
ま
す
わ
か
り
に
く
く
な
っ
た
。

　
「
同
一
建
物
」か
ら「
単
一
建

物
」
に
呼
称
が
変
わ
っ
た
が
、

協
会
が
続
け
て
き
た
「
管
理
料

は
、
患
者
さ
ん
一
人
ひ
と
り
に

つ
い
て
、
個
別
に
行
う
治
療
計

画
に
基
づ
い
た
全
身
管
理
に
対

す
る
対
価
で
あ
り
、
居
住
す
る

建
物
が
同
じ
か
否
か
は
関
係
が

な
い
」
と
の
主
張
は
、
残
念
な

が
ら
実
を
結
ば
な
か
っ
た
。

　
月
に
1
度
だ
け
訪
問
診
療
し

た
場
合
で
も
算
定
で
き
る
よ
う

に
な
っ
た
り
、
重
症
度
に
よ
り

差
を
つ
け
る
と
い
う
よ
う
な
、

一
定
理
解
で
き
る
方
針
も
垣
間

見
え
る
が
、
根
本
が
是
正
さ
れ

て
い
な
い
。

　
同
様
に
、
有
料
老
人
ホ
ー

ム
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
や
サ
ー

ビ
ス
付
き
高
齢
者
専
用
住
宅

（
サ
高
住
）
を
含
め
て
、
施
設

入
居
時
等
医
学
総
合
管
理
料

（
施
設
総
管
）
と
し
、
ア
パ
ー

ト
、
マ
ン
シ
ョ
ン
等
の
一
般
集

合
住
宅
と
別
立
て
と
な
っ
た
こ

と
も
理
解
で
き
る
が
、
単
一
建

物
に
お
け
る
患
者
数
で
の
点
数

差
別
は
許
さ
れ
る
も
の
で
は
な

い
。
人
数
設
定
の
「
2
〜
9

人
」
は
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の

1
ユ
ニ
ッ
ト
定
員
を
意
識
し
た

も
の
で
、
姑
息
の
一
言
に
尽
き

る
。
是
正
に
向
け
粘
り
強
く
ア

ピ
ー
ル
し
て
い
き
た
い
。

　
確
か
に
、
訪
問
診
療
料
が
一

部
改
善
さ
れ
た
こ
と
、
在
宅
自

己
注
射
指
導
管
理
料
の
改
善
、

在
宅
療
養
指
導
管
理
材
料
加
算

の
新
設
、
グ
レ
ー
ゾ
ー
ン
に

あ
っ
た
訪
問
看
護
師
に
よ
る
採

血
検
体
検
査
や
配
置
医
師
勤
務

日
以
外
の
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
等
勤
務
看
護
師
の
医
療
行
為

に
要
し
た
薬
剤
等
が
算
定
可
能

と
な
る
な
ど
、
現
場
の
声
を
反

映
し
た
評
価
に
値
す
る
内
容
も

見
ら
れ
る
。

　
在
宅
医
療
、
介
護
の
人
材
不

足
が
深
刻
化
し
て
い
る
現
実
を

踏
ま
え
、
更
な
る
現
場
の
声
を

反
映
し
た
改
善
が
な
さ
れ
る
よ

う
、
今
一
度
気
を
引
き
締
め
て

取
り
組
ん
で
行
き
ま
し
ょ
う
。

な
お
一
層
の
ご
支
援
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
今
回
の
診
療
報
酬
改
定
で
、

開
業
医
に
求
め
ら
れ
る
こ
と
を

一
言
で
い
う
と
、「
か
か
り
つ

け
」
機
能
を
充
実
さ
せ
る
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。

　
中
心
と
な
る
テ
ー
マ
は
地
域

完
結
型
医
療
を
推
進
し
「
地
域

包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
」
の
構
築

を
促
進
す
る
こ
と
で
あ
る
。
急

性
期
病
院
の
入
院
評
価
も
、
診

療
所
や
薬
局
の
「
か
か
り
つ

け
」
機
能
評
価
も
密
接
に
絡
ん

で
い
る
。
基
本
は
地
域
の
「
か

か
り
つ
け
」
医
が
「
と
き
ど
き

入
院
ほ
ぼ
在
宅
」
を
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
ト
す
る
役
割
を
担
い
、
入

院
も
専
門
医
療
も
在
宅
医
療

も
、
か
か
り
つ
け
医
が
交
差
点

で
交
通
整
理
を
す
る
役
割
を
担

う
こ
と
を
狙
っ
て
い
る
。

　
急
性
期
病
院
は
在
宅
復
帰
率

が
強
化
さ
れ
、
地
域
の
病
院
に

は
回
復
期
機
能
と
在
宅
支
援
機

能
を
担
う
べ
く
地
域
包
括
ケ
ア

病
棟
へ
の
誘
導
が
図
ら
れ
、「
か

か
り
つ
け
」
機
能
強
化
と
し
て

地
域
包
括
診
療
料
・
加
算
の
見

直
し
や
「
か
か
り
つ
け
」
薬
剤

師
、
薬
局
の
評
価
が
新
設
さ
れ

た
。
在
宅
医
療
に
関
し
て
言
え

ば
、「
か
か
り
つ
け
」
と
の
連

携
が
強
く
打
ち
出
さ
れ
て
い

る
。
居
宅
に
お
け
る
重
症
患
者

診
療
な
ど
の
評
価
、
在
宅
医
療

専
門
診
療
所
の
公
認
に
伴
う
施

設
要
件
な
ど
が
注
目
さ
れ
る
。

　
と
な
る
と
、
急
性
期
な
ど
の

病
院
は
入
院
患
者
獲
得
の
み
な

ら
ず
在
宅
復
帰
機
能
（
退
院
支

援
）
強
化
を
強
く
迫
ら
れ
、
地

域
連
携
に
病
院
側
も
診
療
所
側

も
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。「
か
か

り
つ
け
」
機
能
強
化
を
進
め
る

必
要
が
あ
り
そ
う
で
あ
る
。
し

か
し
、
そ
れ
を
進
め
る
に
は
認

知
症
ケ
ア
と
小
児
が
焦
点
に
な

る
。

　
「
認
知
症
地
域
包
括
診
療
料・

加
算
」
は
以
前
よ
り
掲
げ
ら
れ

て
い
た
認
知
症
患
者
を
地
域
で

診
る
と
い
う
視
点
で
新
設
さ
れ

た
点
数
で
あ
る
。
認
知
症
以
外

に
一
つ
以
上
の
疾
患
を
抱
え
て

い
る
患
者
が
対
象
と
な
り
、
施

設
基
準
は
地
域
包
括
診
療
料
・

加
算
と
同
様
で
あ
る
。
一
方
、

「
小
児
か
か
り
つ
け
診
療
料
」

に
つ
い
て
の
詳
細
は
他
の
記
事

に
譲
る
が
重
複
受
診
の
抑
制
を

目
指
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
今
後
、
大
病
院
の
外
来
縮
小

（
紹
介
状
な
し
の
追
加
負
担
は

初
診
時
5
0
0
0
円
、
再
診
時

で
2
5
0
0
円
）
や
中
小
病
院

の
病
棟
再
編
に
伴
い
、
連
携
体

制
の
再
構
築
が
必
要
と
な
る
。

そ
の
際
、
診
療
情
報
の
管
理
や

目先の節税効果に捉われず
事業継承までの長期スパンで判断を

医療法人講習会開く

紹
介
状
等
の
文
書
作
成
を
効
率

的
に
行
う
た
め
、
電
子
カ
ル

テ
、
医
療
ク
ラ
ー
ク
、
書
式
テ

ン
プ
レ
ー
ト
の
需
要
が
拡
大
す

る
こ
と
に
な
り
そ
う
で
あ
る
。

電
子
的
方
法
に
よ
る
検
査
・
画

像
情
報
提
供
加
算
が
新
設
さ
れ

た
が
、
要
件
が
厳
し
く
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
構
築
か
ら
始
め
る
必

要
が
あ
り
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の

問
題
も
あ
る
。

　
前
回
改
定
以
上
に
「
か
か
り

つ
け
」
機
能
強
化
を
迫
ら
れ
る

形
に
な
っ
て
お
り
、
そ
の
根
本

は
「
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ

ム
」
の
実
現
な
の
で
あ
る
。

ど
こ
ま
で
複
雑
に
す
る
気
か
?!

キ
ー
ワ
ー
ド
は 「
か
か
り
つ
け
」

在
宅
医
療 
保
険
部
会
理
事
　
吉
河 

正
人

内
　
科 

保
険
部
会
理
事
　
藤
田 

祝
子
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2016
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現在ご加入の年金を一部あるいは全部解約し、新たに加入申込みされる場合は
6 月10日（金）までに解約書類を協会事務局までご提出下さい。
保険医年金に関するお問い合わせは、京都府保険医協会・経営部会まで。

ご注意下さい !

ただいま
加入受付中！ 保険医年金 老後保障に

この制度
加入申込
受付期間

予定利率
（最低保証利率）

6月20日（月）まで
※2016年９月１日付加入

1.259％
※昨年度実績：1.603％（予定利率1.259％＋配当0.344％）

保険医年金は、三井生命
（幹事）・明治安田生命・富
国生命・日本生命・太陽生
命・第一生命が引受保険会
社となっています。

＊ コツコツ貯める月払、まとまっ
た余裕資金を一時払で着実に積
立て。
＊ 必要な時に、いつでも口数単位
で解約可能。
＊ 掛金払込みの中断・再開ができ
ます。
＊ 年金受取開始は、加入５年後か
ら80歳（満期）の間で自由。
　 受給方法は、定額型確定年金（10・
15年）と逓増型確定年金（15・20
年）の４種類の中から、受給開始
時に選択。

＊ 万一の場合は、ご遺族が遺族一
時金または年金として全額受給。

月　払　1 口    1万円　30口限度（月30万円）
一時払　1 口 50万円　毎回 40口（2,000万円）

加入
資格

満74歳までの協会会員
※月払増口・一時払申込みは満79歳まで

加入
口数

自在性のポイント

（2015年９月１日現在）
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協
会
は
2
月
25
日
、
東
山
医

師
会
と
の
懇
談
会
を
開
催
。
地

区
か
ら
4
人
、
協
会
か
ら
6
人

が
出
席
し
た
。

　
懇
談
は
東
山
医
師
会
の
岩
﨑

淳
副
会
長
の
司
会
で
開
会
。
冒

頭
、
同
会
の
中
村
良
雄
会
長

は
、
今
次
の
診
療
報
酬
の
改
定

率
や
介
護
保
険
の
現
状
に
関
し

て
報
告
す
る
と
と
も
に
、「
安

心
で
良
質
な
医
療
が
受
け
ら
れ

る
よ
う
に
、
地
域
医
療
を
守
っ

て
い
く
努
力
を
し
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
本
日
論
議
し

た
意
見
を
地
区
に
反
映
し
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
る
の
で
、

頼
り
に
な
る
協
会
と
し
て
色
々

と
ご
指
導
願
い
た
い
」
と
あ
い

　
「
自
分
ら
し
く
健
康
で
長
生

き
」
を
テ
ー
マ
に
、
4
月
7
日

講
師
を
務
め
る
渡
邉
副
理
事
長

法
、
そ
れ
以
降
の
治
療
法
と
し

て
輪
ゴ
ム
結
紮
法
、
痔
核
根
治

術
、
四
段
階
注
射
法
に
よ
る
痔

核
硬
化
療
法
を
解
説
し
た
。

　
続
い
て
、
快
便
の
秘
訣
と
し

て
、
①
便
の
も
と
に
な
る
食
物

繊
維
を
摂
る
こ
と
②
水
分
を
十

分
に
摂
る
こ
と
―
が
大
変
重
要

と
し
、
便
秘
に
な
ら
な
い
た
め

に
は
①
で
便
の
量
を
増
や
し
、

②
で
柔
ら
か
く
形
の
あ
る
便
に

す
る
こ
と
で
、
大
腸
の
蠕
動
運

動
を
促
す
こ
と
に
な
る
と
し

た
。
ま
た
、
便
意
が
起
き
た
ら

働
き
な
ど
排
便
の
仕
組
み
に
つ

い
て
も
わ
か
り
や
す
く
解
説
し

た
。

　
出
席
者
か
ら
は
、
家
族
の
症

状
や
整
腸
の
た
め
の
絶
食
の
有

効
性
、
薬
の
服
用
方
法
に
つ
い

て
の
質
問
が
出
さ
れ
た
。

　
次
回
は
、
5
月
26
日
（
木
）

「
百
歳
の
心
臓
・
血
管
の
話
」

で
吉
中
丈
志
理
事
が
講
師
を
務

め
る
。
高
齢
者
大
学
は
、
中
途

入
学
が
可
能
な
の
で
患
者
さ
ん

に
ぜ
ひ
お
勧
め
い
た
だ
き
た

い
。
問
い
合
わ
せ
は
、
協
会
事

務
局
ま
で
。

我
慢
せ
ず
に
し
っ
か
り
出
す
こ

と
も
大
事
と
説
明
。
直
腸
ま
で

は
柔
ら
か
い
有
形
便
だ
っ
た
と

し
て
も
便
意
を
我
慢
し
て
時
間

が
経
っ
て
し
ま
う
こ
と
で
便
か

ら
水
分
が
抜
け
て
し
ま
い
、
便

秘
の
原
因
と
な
る
と
話
し
た
。

ま
た
、
腸
の
働
き
や
括
約
筋
の

さ
つ
し
た
。
続
い
て
、
垣
田
理

事
長
よ
り
あ
い
さ
つ
し
、
協
会

か
ら
情
報
提
供
を
行
っ
た
後
、

地
区
か
ら
出
さ
れ
た
新
専
門
医

制
度
お
よ
び
医
療
事
故
調
査
制

度
に
関
す
る
テ
ー
マ
を
中
心
に

意
見
交
換
を
行
っ
た
。

　
新
専
門
医
制
度
に
つ
い
て
地

区
よ
り
、「
厚
労
省
の

医
療
制
度
改
革
は
、
医

療
費
抑
制
が
本
音
で
、

そ
の
一
環
で
新
専
門
医

制
度
も
あ
る
と
思
う
。

彼
ら
は
ま
と
も
な
専
門

医
を
つ
く
る
こ
と
に
主

眼
は
な
く
、
医
療
費
削

減
し
か
考
え
て
い
な

い
。
医
療
費
が
こ
の
ま

ま
で
い
く
と
破
綻
す
る

の
は
分
か
っ
て
お
り
、
医
療
費

を
減
ら
す
何
ら
か
の
方
法
を
考

え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
反
対

す
る
だ
け
で
な
く
、
協
会
と
し

て
も
対
案
や
大
き
な
ビ
ジ
ョ
ン

が
あ
れ
ば
良
い
の
で
は
な
い

か
」
と
の
意
見
が
出
さ
れ
た
。

こ
れ
に
対
し
協
会
は
、「
今
年
10

月
に
保
団
連
の
医
療
研
究

フ
ォ
ー
ラ
ム
を
京
都
で
開
催
す

る
こ
と
に
な
り
、〝
開
業
医
の

復
権
〞
を
テ
ー
マ
に
取
り
上
げ

て
い
る
。
開
業
医
の
地
域
に
密

着
し
た
診
療
や
、
国
民
皆
保
険

制
度
、
出
来
高
払
い
制
度
の
良

さ
を
再
認
識
し
な
い
と
、
19
の

基
本
領
域
の
専
門
医
を
作
っ
た

と
こ
ろ
で
、
お
金
が
か
か
る
ば

か
り
だ
。
日
本
の
医
療
の
良
さ

は
、
日
本
の
開
業
医
の
良
さ
が

原
点
で
あ
る
こ
と
を
忘
れ
か
け

て
い
る
と
思
う
。
そ
れ
を
ど
の

よ
う
に
国
民
に
訴
え
る
か
が
難

し
い
」と
述
べ
、フ
ォ
ー
ラ
ム
へ

の
協
力
を
呼
び
か
け
た
。

　
次
に
、
医
療
事
故
調
査
制
度

に
つ
い
て
地
区
よ
り
、「
Ｗ
Ｈ
Ｏ

に
準
拠
す
る
制
度
と
し
な
い
の

で
あ
れ
ば
、
再
発
防
止
の
た
め

に
良
く
す
る
の
で
は
な
く
て
、

罰
す
る
た
め
に
利
用
し
て
い
る

だ
け
で
あ
る
。
か
え
っ
て
状
態

が
悪
く
な
っ
て
い
る
の
で
は
な

い
か
」と
の
意
見
が
出
さ
れ
た
。

協
会
か
ら
は
、「
医
療
事
故
調

は
、
医
療
の
安
全
を
確
保
す
る

た
め
に
医
療
事
故
の
再
発
防
止

を
全
面
的
に
掲
げ
、
紛
争
を
処

理
し
よ
う
と
は
思
っ
て
い
な

い
。
医
療
従
事
者
の
個
人
責
任

が
追
及
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
な

ら
報
告
は
上
が
っ
て
こ
な
い
だ

ろ
う
。
当
事
者
を
守
ろ
う
と
す

る
も
の
に
は
な
っ
て
い
な
い
」

と
問
題
点
を
指
摘
し
た
。
ま

た
、
医
療
事
故
調
査
制
度
の
支

援
団
体
は
、
全
国
組
織
で
な
い

と
認
め
な
い
と
い
う
こ
と
で
、

次
の
募
集
時
に
は
保
団
連
と
し

て
手
を
上
げ
る
方
向
で
調
整
し

て
い
る
こ
と
も
報
告
し
た
。

　
そ
の
他
、
地
区
か
ら
は
、
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
が
国
民
の
知

ら
な
い
間
に
決
定
さ
れ
た
プ
ロ

セ
ス
を
疑
問
視
す
る
意
見
や
、

国
が
制
度
を
変
更
す
る
と
市
民

へ
の
周
知
が
不
十
分
な
た
め

に
、
医
療
機
関
の
窓
口
で
説
明

に
時
間
を
取
ら
れ
る
こ
と
に
な

る
の
で
改
善
を
求
め
た
い
と
、

医
療
現
場
な
ら
で
は
の
意
見
も

出
さ
れ
た
。

　
協
会
は
2
月
27
日
、
相
楽
医

師
会
と
の
懇
談
会
を
開
催
。
地

区
か
ら
45
人
、
協
会
か
ら
10
人

が
出
席
し
た
。

　
冒
頭
の
あ
い
さ
つ
で
、
相
楽

医
師
会
の
小
澤
勝
会
長
は
、
協

会
主
催
の
開
業
医
フ
ォ
ー
ラ
ム

に
参
加
し
た
際
、
新
専
門
医
制

度
つ
い
て
大
変
活
発
な
意
見
交

換
が
行
わ
れ
て
い
た
の
が
印
象

的
で
あ
っ
た
。
本
日
の
情
報
提

供
に
も
期
待
し
た
い
―
な
ど
と

述
べ
た
。
協
会
か
ら
は
垣
田
理

事
長
が
、
相
楽
医
師
会
か
ら
理

事
を
選
出
い
た
だ
い
て
い
る
こ

と
に
謝
辞
を
述
べ
る
と
と
も

に
、
診
療
報
酬
改
定
に
つ
い
て

は
本
体
が
辛
う
じ
て
プ
ラ
ス
と

な
っ
た
が
、
政
府
は
社
会
保
障

費
の
伸
び
を
3
年
間
で
1
兆
5

千
億
円
以
内
に
抑
え
る
方
針
を

示
し
て
お
り
、
2
年
後
の
同
時

改
定
で
は
さ
ら
に
厳
し
い
内
容

が
出
さ
れ
る
の
で
は
な
い
か
と

危
惧
し
て
い
る
―
な
ど
と
あ
い

さ
つ
し
た
。

　
新
専
門
医
制
度
に
つ
い
て

は
、
現
場
を
混
乱
さ
せ
る
だ
け

で
制
度
が
成
り
立
つ
の
か
、

ジ
ェ
ネ
ラ
リ
ス
ト
の
上
に
専
門

医
が
あ
る
は
ず
な
の
に
、
専
門

を
細
分
化
す
る
こ
と
で
果
た
し

て
よ
い
医
療
を
提
供
し
て
い
く

こ
と
が
で
き
る
の
か
―
な
ど
懐

疑
的
な
意
見
が
続
出
。
開
業
医

は
、
例
え
ば
糖
尿
病
で
あ
れ
ば

糖
尿
病
だ
け
を
診
る
の
で
は
な

く
、
心
臓
や
血
管
を
含
め
て
患

者
を
ト
ー
タ
ル
で
診
る
こ
と
が

で
き
る
の
が
よ
い
と
こ
ろ
―
と

専
門
分
化
に
よ
る
弊
害
を
危
惧

す
る
意
見
も
出
さ
れ
た
。
ま

た
、
新
制
度
で
耳
鼻
咽
喉
科
の

専
門
医
を
更
新
し
よ
う

と
す
る
と
、
こ
れ
ま
で

課
さ
れ
て
い
な
か
っ
た

年
間
40
例
の
症
例
報
告

が
義
務
付
け
ら
れ
て
お

り
、
不
安
が
広
が
っ
て

い
る
と
報
告
さ
れ
た
。

　
こ
れ
に
協
会
は
、
開

業
医
は
地
域
に
病
院
機

能
が
あ
っ
て
こ
そ
安
心

し
て
仕
事
が
で
き
る
。

新
専
門
医
制
度
は
病
院
に
と
っ

て
も
問
題
で
、
大
学
か
ら
医
師

を
送
っ
て
も
ら
え
な
け
れ
ば
す

な
わ
ち
病
院
が
存
続
で
き
な
く

な
る
こ
と
に
直
結
す
る
。
耳
鼻

咽
喉
科
で
い
え
ば
、
40
症
例
と

い
っ
て
も
日
常
診
療
を
行
っ
て

い
れ
ば
ク
リ
ア
で
き
る
よ
う

だ
。
た
だ
し
、
症
例
報
告
自
体

が
新
設
で
、
負
担
感
が
あ
る
の

は
間
違
い
な
い
―
と
説
明
し

た
。
来
年
か
ら
い
よ
い
よ
新
専

門
医
制
度
が
始
ま
る
。
19
の
専

門
領
域
の
う
ち
何
れ
か
一
つ
を

持
つ
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
、

医
師
配
置
の
管
理
に
使
わ
れ
る

の
は
明
ら
か
。
フ
リ
ー
ア
ク
セ

ス
、
出
来
高
払
い
制
度
、
自
由

開
業
制
が
つ
ぶ
さ
れ
よ
う
と
し

て
い
る
。
こ
こ
に
き
て
批
判
が

噴
出
し
て
い
る
新
専
門
医
制
度

で
あ
る
が
、
今
後
の
医
師
た
ち

に
何
を
残
す
か
が
問
わ
れ
て
い

る
大
切
な
時
期
で
あ
る
―
と
締

め
く
く
っ
た
。
そ
の
後
の
懇
親

会
で
も
出
席
者
全
員
か
ら
、
新

専
門
医
制
度
を
は
じ
め
、
地
域

医
療
に
対
す
る
思
い
や
協
会
事

業
へ
の
要
望
な
ど
忌
憚
の
な
い

ご
意
見
を
頂
戴
し
た
。

今の治療は痛くない!
おしりの病気を解説

２
０
１
６   

高
齢
者
大
学

よ
り
京
都
高
齢
者
大
学
の
健
康

講
座
が
始
ま
っ
た
。
渡
邉
賢
治

副
理
事
長
が
ト
ッ
プ
バ
ッ
タ
ー

の
講
師
を
務
め
た
。
講
義
は
、

内
核
痔
、
痔
瘻
、
裂
肛
（
三
大

肛
門
疾
患
）
に
つ
い
て
、
そ
れ

に
罹
患
し
て
い
た
歴
史
上
の
人

物
の
悩
み
紹
介
な
ど
を
織
り
交

ぜ
な
が
ら
解
説
。
一
般
的
に
使

わ
れ
る
イ
ボ
痔
・
切
れ
痔
・
穴

痔
・
痒
痔
が
、
ど
の
病
気
に
当

て
は
ま
る
の
か
を
説
明
し
た
。

　
ま
た
、
巷
で
は
、
痔
の
治
療

は
痛
い
と
言
わ
れ
て
い
る
が
、

医
学
の
進
歩
で
痛
み
を
伴
わ
な

い
治
療
法
が
確
立
し
て
い
る
こ

と
を
紹
介
。
比
較
的
早
い
段
階

の
治
療
法
と
し
て
痔
核
硬
化
療

①

新
専
門
医
制
度
に
懐
疑
的
な
意
見
が
続
出

相
楽
医
師
会
と
懇
談
会

2
月
27
日
　
ホ
テ
ル
日
航
奈
良

医
療
費
抑
制
し
か
念
頭
に
な
い
政
策
に
対
案
を

東
山
医
師
会
と
懇
談
会

2
月
25
日
　
東
山
医
師
会
事
務
所

出
席
者
55
人
で
開
催
さ

れ
た
相
楽
医
師
会
と
の

懇
談

出
席
者
10
人
で
開
催
さ

れ
た
東
山
医
師
会
と
の

懇
談

日　時 ５月21日（土）
 午後２時30分～４時30分
場　所 京都府保険医協会・ルームＡ～Ｃ
講　師 ハーブスペシャリスト　榊田 千佳子氏
参加費 会員：1,000円、非会員：1,500円

定員20人
先着順
要申込

　どんなに優秀な税理士に依頼していても、自院で
適切に記帳できていなければ経営状況を正確に見る
ことはできません。ぜひ、ご参加を！

日　時 ５月26日（木）午後２時～４時
場　所 京都府保険医協会・ルームＡ～Ｃ
講　師 山口　稔 税理士
内　容 記帳の基本と意義
 金銭出納帳・銀行帳の作成、記帳練習
持ち物 筆記用具、電卓
協　賛 有限会社アミス 参加費 無料（※要申込）

税務記帳講習会
― 経営内容の把握は正確な記帳から ―

ハ ー ブ 講 座五感をイキイキ！
　５月の風に誘われて、香りと癒しのハーブを楽しみませんか。
　フレッシュハーブティーや手作りのハーブスイーツを召し
上がっていただき、楽しい講師と一緒に薔薇の花とラベンダー
を包んだサシュ（香袋）を手作りします。
　ご家族、従業員のみなさんもお誘い合わせの上、ぜひご参加
下さい。
　フレッシュハーブのお土産もお楽しみに！
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　厚生労働省の「第４回医療従事者の需給に関する検
討会　医師需給分科会」（３月31日）は、医師の需給
推計結果を報告した。読売新聞は「2040年医師3.4万
人余剰」（４月１日付）との見出しで、「政府は現在増
員を認めている医学部の定員について、削減を含めた
検討に入る」と報じた。
　医師養成数は1982年以降抑制されてきたが、2007年
の「緊急医師確保対策」以降、国は医学部定員増を認
めてきた。

病床機能報告への「医師数」追加を見送り

　「医療従事者の需給に関する検討会」は15年末に立
ち上げられた。医師だけでなく看護師やセラピスト
等、職種別に分科会を設けての議論が進んでいる。
　まず検討会立ち上げの前段に次の経過があったこと
を紹介しておきたい。
　７月29日、厚生労働省の「地域医療構想策定ガイド
ライン等に関する検討会」（座長・遠藤久夫学習院大
学教授）第10回会議が開催された。当時、検討会は地
域医療構想の前提となる「病床機能報告」の精緻化を
目指す作業を進めていた。そこで厚労省は、病床機能
報告の項目に「医師数」を追加したいと提案したので
ある※１。
　これに対し、出席者から「極めて慎重に考えてほし
い」（日本医師会・中川氏）等の反発の声があがった。
これを受けた厚労省は翌月の第11回検討会で「医師の
需給見直しや地域定着対策の推進とそれに関連する把
握方法は、別途、検討を行う」と見送りを表明した。
この経緯を踏まえると、医療従事者の需給に関する検
討会はその代わりにつくられたと考えられるだろう。

地域医療構想と同手法

　今回公表された医師需要推計のうち、一般・療養病
床の「医療需要あたり医師数」は地域医療構想と同様
の手法ではじき出された。高
度急性期・急性期・回復期・
慢性期の四つの医療機能ごと
の推計値である。
　具体的には、直近の医療施
設調査（2014年10月）の「病
院に勤務している医師数」か
ら「精神病院に勤務する医師
数」を差し引き、「有床診療
所に勤務している医師数」を
加えた医師数を、上記四つの
医療機能に按分する（図１、
それに用いる比は高度急性期
4.8：急性期2.7：回復期1.5：
慢性期1.0）※２。さらに高度急
性期・急性期の労働時間が他
の病院・診療所の加重平均と
「同レベルまで低下＝上位推
計」「50％縮小＝中位推計」
「25％縮小＝下位推計」とい
う形でパターン化して幅を持
たせる。
　一方で供給については、16
年度の医学部入学定員数
（9262人）の継続を前提に、女
性医師、60歳以上の高齢医師、
２年目までの研修医の仕事量
が低減する前提で試算された。
　図２、３に示されたのは、
そうしてはじき出された推計

である。それによると2033年に需要と供給が均衡し、
その後は需要と供給が逆転する。冒頭紹介した読売新
聞の「医師余剰」報道の「元ネタ」※３である。

自由開業医制との衝突

　協会は、地域医療構想における医療需要推計が「必
要医師数推計」にも使われる危険性を指摘してきた※４。
　地域医療構想における「将来の必要病床数」は機能
別に推計される。地域医療構想ガイドラインは、将来
「病床機能の転換や集約化と併せて、次第に収れんす
る」ことを求めている。即ち事実上の目標値なのであ
る。だとすれば、病床数と同様のやり方で機能別の
「将来の必要医師数」が地域医療構想に書き込まれた
ら、地域の医師数も必要医師数へ「収れんする」べき
目標となるだろう。
　これは、国民皆保険体制を支える原則の一つである
「自由開業医制」（＝医師がオートノミーに基づいて国
家統制から自由であることを担保する仕組み）と正面
衝突する。
　そもそも地域医療構想における医療需要推計はレセ
プトデータから算出した「医療資源投入量」に基づく
推計であり、医師偏在や経済事情によって医療にアク
セスできない人たちの需要を反映しない。レセプト
データだけを根拠にした推計に基づいて、必要な病床
数・医師数を割り出すことは、アクセス阻害を固定化
する恐れがある。しかし、国にとっては医療費抑制に
向けて病床のみならず医師数もコントロールすること
自体がねらいであり、今回の必要医師数推計はその意
向をかなりあけすけに語っている。
　そのあけすけさは、第４回会議資料に散見される。
たとえば「医師偏在に係る課題（その３）」には、医
師偏在解消に向けて「地域における診療機能（診療
科、診療形態、施設等）の需要を大きく超えるような
診療機能への就業・開設について、一定の制限が必要
ではないか」との論点があげられている。

　さらに「医師の地域偏在、診療科偏在の是正に向け
た考え方（青森県の事例を参考に）」では、「新専門医
制度」実施も視野に入れ、「医師の地域偏在、診療科
偏在」の是正のため、専門医取得を目指す専攻医の募
集定員や指導医の必要数を診療領域ごと・都道府県ご
とに設定し、それを超える専門医の保険医登録を認め
ないことも提言されている。

偏在是正という名の開業規制

　実は偏在是正を名目にした医師の開業規制や適正配
置について、３月３日開催の第３回会議でも突っ込ん
だ議論があった。
　席上、委員の一人である福井次矢氏（聖路加国際病
院院長）は、医師偏在の要因はステークホルダーが困
難な対策や効果的な対策を勇気を持って行わなかった
ことにあると指摘し、「米国ではフェローシップに入
るところで専門医の割振りが行われ」、「ドイツでは開
業する場所が決まって」いると指摘。これに対し厚労
省の神田医政局長は、「保険医の定数枠を診療科ごと
に決める」などの手法もあり、それは「憲法上の問題
も公益性が十分にあれば成り立ち得るとは思う」が、
「まずは職業選択の自由を尊重しながら」「できるだけ
自らの意思として偏在を解消していけるように」やっ
てきたとコメントした。

分岐に立つ皆保険体制

　自由開業医制から国家管理の下での医師コントロー
ルへ。国民皆保険体制の重要な原則の転換が、至ると
ころで語られ始めている。日本医師会自身も「医師の
地域・診療科偏在解消の緊急提言」（2015年12月２日）
で地域医療構想の「医師配置版」をつくること等を提
案し、「医師自らが新たな規制をかけられることも受
け入れなければならない」と表明している。
　地域に暮らし、地域の人を診て、生命と健康を支え
てきた日本の皆保険体制。それを国民と共につくり上
げてきた保険医運動にとって、恐らく最大の分岐が訪
れている。
　医療と経営を守り、患者の生命を守り得るために、
私たちは何を発言すべきか。突き付けられた課題に対
する保険医運動の発信を、今日の情勢は待っている。

医師需給推計と「偏在是正」

 

医師の需給推計の結果について 
１ 需要推計について （下位～上位） 注）端数処理（四捨五入）の関係で、合計が一致しないことがあります。 

○需要推計について（万人） ２０１４年 ２０２５年 ２０４０年 

２７．７～３０．０  ２９．２～３１．４ ２９．２～３１．５ 

（１）臨床に従事する医師について（人） ２０１４年 ２０２５年 ２０４０年 

 合計 
269,000～

291,700 
281,000～

303,100 
279,200～

301,800 
   ①入院医療（一般病床・療養病床） 166,900～189,600 175,700～197,000 179,200～200,800 

   ②入院医療（精神病床） 10,000 7,300～7,500 5,700～6,000 

   ③外来医療 （④訪問診療等を含む） 89,200 94,300～94,700  90,100～90,800  

   ⑤介護老人保健施設 2,700 3,800 4,200 

（２）臨床以外に従事する医師について（人） ２０１４年 ２０２５年 ２０４０年 

 合計 8,640 11,620 13,100 
   ①医育機関等の研究分野 4,700 5,600 5,600 

   ②産業医業務 1,500  2,050 2,740 

   ③行政機関等 1,600 1,810 2,170 

   ④製薬業界 420 1,310 1,570 

   ⑤国際保健分野 260 560 670 

   ⑥その他の分野 250 300 350 

２ 供給推計について 

○供給推計について（万人） ２０１５年 ２０２５年 ２０４０年 

２７．４ ３０．３ ３３．３  

医師の需要推計 （１）臨床に従事する医師-３ 
   一般病床・療養病床における医療需要（病床数）あたり医師数 

○ 一般病床及び療養病床における「医療需要あたり医師数」については、高度急性期、急性期、回復期、慢性
期の４つの医療機能ごとに設定。 

○ 「一般病床及び療養病床において、臨床に従事する医師数」を高度急性期、急性期、回復期、慢性期の４つ
の医療機能に按分し、４つの医療機能ごとの病床数で除することで、４つの医療機能ごとの「医療需要あたり
医師数」を推計する。 

○ 高度急性期、急性期、回復期、慢性期の４つの医療機能に按分する方法については、現状の病床機能報
告制度を活用する方法を用いる。 

 
 
 
 
 
 
 
 

 ⇒ 結果の比 ①：②：③：④＝4.8 ： 2.7 ： 1.5 ： 1.0  （④慢性期を1.0とした場合） 
（参考） 地域医療構想における医療資源投入量を用いて按分する方法について 
  高度急性期、急性期、回復期、慢性期の４つの医療機能に按分する際に、地域医療構想における４機能ごとの医療資源投入量（診療行為を診療
報酬点数に換算して合計したもの）に比例して医師数が配置されていると仮定して按分を行う方法もある。 

  （結果は、①：②：③：④＝15.9 ： 4.0 ： 2.1 ： 1.0となる ④慢性期を1.0とした場合） しかしながら、医療資源投入量には、医師以外の医療従
事者の人件費等が含まれており、そのまま用いるのではなく、医療資源投入量における医師の人件費がどの程度の割合であるか等を考慮する
必要等があるため、今回の推計では現状の病床機能報告制度を活用する方法を用いる。 

(４機能別病床100床あたり医師数) 

病床機能報告制度の具体的な活用方法 

高度急性期 全ての病棟が「高度急性期」と報告した病院※の医師数  ÷ 当該病院の病床数 ① 

急性期 全ての病棟が「急性期」と報告した病院※の医師数  ÷ 当該病院の病床数 ② 

回復期 全ての病棟が「回復期」と報告した病院の医師数  ÷ 当該病院の病床数 ③ 

慢性期 全ての病棟が「慢性期」と報告した病院の医師数  ÷ 当該病院の病床数 ④ 

 

※ 大学附属病院を除く 
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2040年には、
約１．８万人程
度、供給が需
要を上回る。 

 医師需給は、中位推計においては、2024年（平成36年）頃に、上位推計においては、2033年（平成45年）頃に均衡すると
推計される。なお、いずれの場合も需給が均衡した後は、将来人口の減少により、医師の需要は減少すると考えられる。 

 供給推計  今後の医学部定員を平成28年度の9,262人として推計。 

 需要推計 （上位推計）様々な前提・仮定（※）のうち、最も医師の需要推計が大きくなる組み合わせで行った推計 

         （下位推計）様々な前提・仮定（※）のうち、最も医師の需要推計が小さくなる組み合わせで行った推計 

 ※ 精神病床の入院受療率、外来医療の受療率、労働時間について幅を持って推計（別紙参照） 

 ※※ 女性医師、高齢医師、研修医については、それぞれ働き方等を考慮し、30～50歳代の男性医師を１とした場合に、 

女性医師０．８、高齢医師０．８、研修医１年目０．３、研修医２年目０．５として推計 

 

 2033年頃に約32万人で均衡 
2024年頃に約30万人で均衡 

医師の需給推計の結果について 
図２

図３

政
策
解
説

〈脚注〉
　※１　 「平成26年度病床機能報告の課題等と平成27年度病床機能報告の対応に

ついて（案）」より。
　※２　 なお、医療機能別の医師需要数は明示されていない。
　※３　 読売の見出しにある「3.4万人」は図２の2040年供給推計33.3万人から

需要推計（中位）29.9万人を差し引いたものと見られる。
　※４　 京都保険医新聞第2949号付録「『新専門医制度』と医療制度改革」他を参

照いただきたい。
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た
こ
と
に
な
り
、
医
療

機
関
と
の
共
同
不
法
行
為
に
相

当
す
る
と
考
え
ら
れ
た
。
ま

た
、
車
両
運
行
上
の
運
転
者
の

法
的
責
任
は
重
く
、
以
上
の
こ

と
か
ら
、
責
任
比
率
に
関
し
て

は
、
患
者
：
医
師
：
薬
剤
師
＝

5
：
3
：
2
程
度
が
妥
当
で
は

な
い
か
と
考
え
ら
れ
た
。
し
か

し
な
が
ら
、
患
者
は
Ｂ
医
療
機

関
に
お
い
て
、
入
院
当
初
か
ら

運
転
中
に
眠
気
を
堪
え
な
が
ら

無
理
を
し
て
運
転
し
て
い
た
と

述
べ
て
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ

た
。
従
っ
て
、
患
者
の
責
任
は

更
に
重
か
っ
た
可
能
性
も
あ
っ

た
だ
ろ
う
。

〈
結
果
〉

　
調
停
に
お
い
て
、
責
任
比
率

ま
で
は
言
及
さ
れ
な
か
っ
た

が
、
医
療
機
関
側
・
調
剤
薬
局

双
方
が
和
解
金
を
支
払
い
和
解

し
た
。
な
お
、
和
解
金
額
は
患

者
側
請
求
額
の
70
分
の
1
以
下

で
あ
っ
た
。

　
多
く
の
Ｓ
Ｆ
作
品
な
ど
で
語

ら
れ
て
き
た
話
題
で
す
が
、
そ

ろ
そ
ろ
現
実
味
を
帯
び
て
き
た

よ
う
で
す
。

　
1
9
9
7
年
に
力
業
で
チ
ェ

ス
の
名
人
を
ね
じ
伏
せ
た
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
は
、
そ
の
後
の
ハ
ー

ド
の
進
歩
に
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
の

改
良
（
モ
ン
テ
カ
ル
ロ
法
・
評

価
関
数
の
導
入
な
ど
）
が
加
わ

り
、
2
0
1
2
年
に
は
将
棋
元

名
人
を
破
り
、
通
算
成
績
で
も

プ
ロ
棋
士
に
勝
ち
越
す
ま
で
に

な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
つ
い
に

場
合
の
数
の
膨
大
さ
や
、
大
局

観
と
い
う
プ
ロ
グ
ラ
ム
し
難
い

要
素
よ
り
、
少
な
く
と
も
ま
だ

10
年
は
一
流
棋
士
に
は
Ａ
Ｉ

（
人
工
知
能
）
は
勝
て
な
い
と

言
わ
れ
て
い
た
囲
碁
で
し
た

が
、〝
深
層
学
習
＝
Ａ
Ｉ
を
自

動
学
習
さ
せ
る
＝
Ａ
Ｉ
が
Ａ
Ｉ

を
育
て
る
〞
と
い
う
技
術
的
ブ

レ
ー
ク
ス
ル
ー
に
よ
り
、
今
年

G
oogle・

A
lfa-go 

が
、世
界

最
強
の
棋
士
の
1
人
に
勝
利
を

収
め
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
2
0
4
5
年
問
題
と
は
、
こ

の
ま
ま
技
術
開
発
や
進
歩
が
続

く
と
、
お
よ
そ
45
年
に
は
自
律

式
Ａ
Ｉ
の
能
力
は
、
全
人
類
の

知
性
の
総
和
を
上
回
り
、
ヒ
ト

に
は
全
く
予
想
の
で
き
な
い
世

界
が
出
現
す
る
と
い
う
問
題

（
技
術
上
特
異
点
＝Sing-

urality

）
で
あ
り
、
大
多
数

の
識
者
は
回
避
不
能
と
し
て
い

ま
す
。

　
現
在
の
ノ
イ
マ
ン
式
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
で
は
荒
唐
無
稽
な
話

で
し
ょ
う
。
し
か
し
ヒ
ト
の
脳

を
模
し
た
自
律
人
工
知
能
の
研

究
に
は
、
目
的
用
途
は
様
々

（
軍
事
含
）で
す
がG

oogle・ 

M
icrosoft・ A

pple・
IB
M
・
F
acebook

・
中
国

百
度
・
ト
ヨ
タ
等
々
の
巨
大
企

業
や
国
家
が
多
額
の
資
金
を
投

じ
て
お
り
、
黎
明
期
を
終
え
つ

つ
あ
り
ま
す
。
す
で
に
小
規
模

の
ニ
ュ
ー
ラ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
構
築
に
は
成
功
し
て
お
り
、

過
去
40
年
程
の
Ｃ
Ｐ
Ｕ
の
ト
ラ

ン
ジ
ス
タ
数
の
増
加
や
製
造
プ

ロ
セ
ス
の
向
上
の
歴
史
の
如

く
、
今
後
そ
の
集
積
性
は
飛
躍

的
に
増
し
、
や
が
て
人
類
の
知

性
を
凌
駕
し
て
い
く
こ
と
で

し
ょ
う
。

　
こ
の
人
類
を
上
回
る
知
性
を

Ａ
Ｉ （
人
工
知
能
） 

の
支
配
す
る
未
来

持
ち
、
自
我
さ
え
持
つ
で
あ
ろ

う
Ａ
Ｉ
が
、
人
類
に
対
し
悪
意

を
抱
く
よ
う
に
な
る
可
能
性
は

否
定
で
き
ま
せ
ん
。
…
現
に

M
icrosoft 

が
実
験
的
に

行
っ
て
い
た
人
工
知
能
の
一
つ

で
あ
る
〝
Ｔ
ａ
ｙ
〞
は
、ネ
ッ

ト
上
の
罵
詈
雑
言
に
影
響
さ
れ

た
か
、
ヒ
ト
ラ
ー
を
礼
賛
し
た

り
人
種
差
別
的
な
発
言
を
す
る

よ
う
に
な
り
、
緊
急
停
止
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
も
っ
と
も
人
類
の
存
在
自
体

が
、
地
球
環
境
に
最
も
悪
影
響

を
与
え
て
い
る
の
は
明
ら
か
で

あ
り
、
良
識
＝
論
理
的
思
考
を

持
つ
Ａ
Ｉ
が
人
類
を
排
除
し
よ

う
と
す
る
の
は
、
当
然
の
帰
結

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
で
も
何
が
起
こ
る
か
予
測
も

で
き
な
い
、
近
未
来
に
不
可
避

と
言
わ
れ
る
特
異
点
到
達
に

は
、
不
気
味
な
不
安
感
を
覚
え

ま
す
。
Ａ
Ｉ
は
生
物
種
と
異
な

り
、
ほ
ぼ
地
球
環
境
に
は
依
存

し
な
い
の
で
す
か
ら
…
。

　
全
人
類
協
調
の
厳
密
な
監
視

が
必
要
と
な
る
で
し
ょ
う
。 

　
「
火
の
鳥・未
来
編
」のM

oth-
er Com

puter

や
「
2
0
0

1
年
宇
宙
の
旅
」
の H

A
L

、

そ
し
て
「
タ
ー
ミ
ネ
ー
タ
ー
」

のSK
Y
N
E
T

ま
た
「
マ
ト

リ
ッ
ク
ス
」
の
世
界
は
夢
物
語

で
な
く
な
り
つ
つ
あ
る
の
で

し
ょ
う
（
元
ネ
タ
の
わ
か
ら
な

い
方
、
ゴ
メ
ン
ナ
サ
イ
）。

　
で
も
私
自
身
は
長
生
き
し

て
、
こ
の
超
知
性
に
よ
り
〝
重

力
を
含
む
大
統
一
場
理
論
が
完

成
〞〝
人
工
光
合
成
な
ど
に
よ

る
温
暖
化
の
回
避
〞〝
軌
道
エ

レ
ベ
ー
タ
ー
に
よ
る
高
レ
ベ
ル

核
廃
物
の
安
全
で
安
価
な
処

理
〞、
は
た
ま
た
数
学
の
ミ
レ

ニ
ア
ム
問
題
な
ど
が
エ
レ
ガ
ン

ト
な
形
で
解
か
れ
る
等
々
、
Ａ

Ｉ
と
人
類
が
協
調
し
て
進
化
す

る
よ
う
な
輝
か
し
い
未
来
が
見

た
い
も
の
な
の
で
す
が
…
。

　（
環
境
対
策
委
員
長

 

武
田 

信
英
）

誰
の
責
任
？

薬
剤
の
副
作
用
で
交
通
事
故
を
誘
発

「
24　
Ｒ
Ｓ
ウ
イ
ル
ス
抗
原
定

性
」「
26　
マ
イ
コ
プ
ラ
ズ
マ

抗
原
定
性
（
免
疫
ク
ロ
マ
ト

法
）」「
35　
ア
デ
ノ
ウ
イ
ル
ス

抗
原
定
性
（
糞
便
を
除
く
）」

等
、
Ｄ
0
1
7
細
菌
顕
微
鏡
検

査
、
Ｄ
0
1
8
細
菌
培
養
同
定

検
査
、
Ｄ
0
2
3
微
生
物
核
酸

同
定
・
定
量
検
査
等
の
実
施
に

あ
た
り
、
鼻
腔
・
咽
頭
拭
い
液

を
採
取
し
た
場
合
に
算
定
で
き

ま
す
。

『
こ
の
経
済
政
策
が
民
主
主
義
を
救
う 

安
倍
政
権
に
勝
て
る
対
案
』

話
題
書
の
著
者
が
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
の
対
抗
策
を
語
る

診
断
穿
刺
・
検
体
採
取
料
の
新
設
点
数
に
つ
い
て

環
境
問
題

環
境
問
題

129

九条の会アピールを支持する京都医療人の会
第８回定期総会 公開講演会

護憲のための経済政策
 　 アベノミクスの対抗策

5月7日（土）
午後 2 時～ 4 時

6月4日（土）
午後 2 時～
登録会館ホール

（講演終了後に総会 ）

九条の会アピールを支持する
京都医療人の会

京都府保険医協会・会議室

松尾　匡 氏
立命館大学経済学部教授

日 時

場 所

講 師

主 催

申 込 事務局　京都府保険医協会
FAX 075-212-0707またはメールinfo@hokeni.jp
にてお申し込み下さい。

要申込（先着60人）、無料 ※会員でない方も歓迎します

　私たちの身の回りに溢れる食品添加
物。普段、何げなく口にしますが、実は
大変怖いものも含まれています。この講
演会では特に体に影響のある食品添加物
を学ぶとともに、普段の暮らしを見直
し、食の安全について考える機会にして
いただければと企画しました。
　本紙に案内チラシを同封しています。
裏面申込書で協会事務局までお申込み下
さい。
主　催 京都府保険医協会

講　師 渡辺 雄二さん
 （『買ってはいけない』 著者）

入場無料
定員120人
要申込

食の安全講演会
体を壊す10大
食品添加物

2 0 1 6 年 (平成 2 8 年) 4 月 2 0 日 第 2 9 6 2 号京 都 保 険 医 新 聞( 5 ) 毎月 5日･20日･25日発行

医
師
が
選
ん
だ
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例
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協
会
は
、
バ
イ

バ
イ
原
発
3
・
12

き
ょ
う
と
と
同
日

の
3
月
12
日
、
集

会
で
も
講
演
い
た

だ
い
た
関
西
学
院

大
学
総
合
政
策
学

部
教
授
の
朴
勝
俊

氏
を
講
師
に
迎

え
、
関
連
企
画
講

演
会
を
開
催
。
参

加
者
は
定
員
を
上

回
る
83
人
と
な
っ
た
。

　
講
演
で
、
朴
氏
は
「
安
全
性

こ
そ
が
経
済
性
」
と
し
て
、
大

飯
原
発
差
し
止
め
仮
処
分
を
巡

る
地
裁
判
断
や
原
子
力
規
制
委

員
会
、
総
理
大
臣
も
安
全
性
を

基
の
再
稼
働
が
必
要
と
の
試
算

が
出
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
も
、

朴
氏
は
原
発
に
経
済
性
が
あ
る

と
は
言
え
な
い
と
し
た
。

　
2
0
1
6
年
春
か
ら
電
力
小

売
が
全
面
自
由
化
さ
れ
、
誰
も

が
電
力
小
売
会
社
を
選
べ
る
よ

う
に
な
る
（
ガ
ス
自
由
化
は
翌

年
）。
発
送
電
分
離
は
2
0
2

0
年
頃
が
目
指
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
既
存
原
発
の

保
証
し
な
い
こ
と
な
ど

を
紹
介
。
な
に
よ
り
も

過
酷
事
故
発
生
時
の
経

済
的
損
失
は
4
6
0
〜

9
0
0
兆
円
に
な
る
と

指
摘
し
、
こ
れ
だ
け
の

リ
ス
ク
を
負
う
原
発
に

経
済
性
な
ど
ま
っ
た
く
な
い
と

断
じ
た
。

　
ま
た
、
原
発
が
稼
働
し
な
い

こ
と
を
も
っ
て
「
3
・
7
兆
円

の
国
富
流
出
」
と
言
わ
れ
て
い

る
が
、
計
算
上
、
電
気
代
を
1

円
／
kWh
下
げ
る
に
は
、
8
基
半

の
原
発
を
フ
ル
稼
働
し
な
い
と

い
け
な
い
こ
と
に
な
る
。
一
昨

年
後
半
か
ら
原
油
価
格
が
下
落

し
て
い
る
の
で
、
正
し
く
は
17

燃
料
費
は
安
い
。
そ
の
た
め
、

電
力
自
由
化
で
原
発
へ
の
新
規

投
資
（
新
規
建
設
、
大
幅
な
改

修
工
事
）
は
阻
ま
れ
る
が
、
残

念
な
が
ら
既
存
原
発
は
運
転
を

続
け
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
と

の
見
解
を
述
べ
た
。
ま
た
、
電

力
会
社
は
独
占
を
認
め
ら
れ
て

い
る
一
方
で
料
金
が
規
制
さ
れ

て
い
る
が
、
電
力
自
由
化
に
な

れ
ば
そ
の
規
制
は
な
く
な
る
。

電
気
料
金
は
需
要
と
供
給
の
動

向
に
よ
っ
て
決
ま
る
こ
と
に
な

り
、
現
状
よ
り
価
格
低
下
と
な

る
か
ど
う
か
は
今
の
時
点
で
判

然
と
し
な
い
と
し
た
。

　
し
か
し
、
ド
イ
ツ
の
電
気
料

金
の
半
分
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
シ

フ
ト
の
た
め
の
税
金
や
負
担
金

な
ど
で
あ
る
こ
と
を
紹
介
。
少

々
割
高
な
電
気
料
金
で
あ
っ
て

も
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
フ
ト
を
支

え
る
仕
組
み
だ
と
い
う
市
民
の

合
意
が
あ
る
。
日
本
で
も
市
民

電
力
自
由
化
で
私
た
ち
が
で
き
る
こ
と

原
発
依
存
を
断
ち
切
る
た
め
に

　
沖
本
礼
子
氏
（
享
年
94
、
下

京
西
部
）
2
月
5
日
ご
逝
去
。

　
中
島
正
継
氏
（
享
年
74
、
上

京
東
部
）
3
月
16
日
ご
逝
去
。

　
長
嶋
孝
次
氏
（
享
年
90
、
左

京
）
4
月
5
日
ご
逝
去
。
協
会

理
事
：
1
9
6
2
年
。

　
謹
ん
で
哀
悼
の
意
を
表
し
ま

す
。

　
日
本
医
療
安
全
調
査
機
構
は

10
月
に
ス
タ
ー
ト
し
た
医
療
事

故
調
査
制
度
の
3
月
状
況
を
4

月
8
日
に
公
表
し
た
。

　
3
月
の
医
療
事
故
報
告
受
付

件
数
は
48
件
（
診
療
所
5
件
、

病
院
43
件
）
で
、
診
療
科
別
の

主
な
内
訳
は
、
外
科
10
件
、
整

形
外
科
7
件
、
循
環
器
内
科
6

件
で
あ
っ
た
。
累
計
件
数
は

1
8
8
件
（
診
療
所
19
件
、

病
院
1
6
9
件
）
と
な
っ
た
。

　
相
談
件
数
は
1
4
1
件
（
累

計
1
0
1
2
件
）
で
、
内
容
に

よ
る
集
計
で
は
1
6
5
件
（
複

数
計
上
）
で
あ
っ
た
。
相
談
内

容
の
内
訳
は
、「
医
療
事
故
報

告
の
判
断
」
に
関
す
る
相
談
が

40
件
（
24
％
）、「
手
続
き
」
に

関
す
る
相
談
が
45
件（
27
％
）、

「
院
内
調
査
」
に
関
す
る
相
談

が
44
件
（
27
％
）、「
セ
ン
タ
ー

調
査
」
に
関
す
る
相
談
が
10
件

（
6
％
）、
そ
の
他
26
件
（
16

％
）
で
あ
っ
た
。

　
院
内
調
査
結
果
報
告
が
17
件

行
わ
れ
、累
計
50
件
と
な
っ
た
。

　
な
お
、
セ
ン
タ
ー
調
査
依
頼

医
療
事
故
報
告
件
数
3
月
は
48
件

の
合
意
が
あ
れ
ば
、
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
に
シ
フ
ト
す
る
た

め
の
支
え
の
仕
組
み
は
作
れ
る

と
強
調
。朴
氏
は
、我
々
自
身
が

ど
の
会
社
が
ど
う
い
っ
た
ス
タ

ン
ス
で
電
力
を
供
給
し
て
い
る

か
な
ど
を
見
極
め
、
選
択
す
る

必
要
が
あ
る
と
締
め
く
く
っ
た
。

生
か
そ
う
憲
法 

守
ろ
う
9
条

5
・
3
憲
法
集
会
in
京
都

　
日
　
時　
5
月
3
日
（
火
・

祝
）
午
後
2
時
〜

　
会
　
場　
円
山
野
外
音
楽
堂

（
雨
天
決
行
）

　
内
　
容　
講
演
「
憲
法
9
条

の
新
た
な
使
命
―
戦
う
立
憲
民

主
主
義
へ
」
山
室
信
一
氏
（
京

都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
教

授
）／
憲
法
ウ
ォ
ー
ク

　
主
　
催　
憲
法
9
条
京
都
の

会
・
京
都
96
条
の
会
（
☎
0
5

0
・
7
5
0
0
・
8
5
5
0
）

訃
　
報

が
1
件
あ
り
、
累
計
2
件
と

な
っ
た
。
3
月
の
調
査
依
頼
元

（
遺
族
か
ら
か
、
医
療
機
関
か

ら
か
）
に
つ
い
て
、
同
機
構
は

「
明
ら
か
に
で
き
な
い
」
と
し

て
い
る
。

セ
ン
タ
ー
調
査
依
頼
も
１
件

　
和
束
町
福
祉
課
と
地
域
包
括

で
は
「
ふ
れ
あ
い
」
と
い
う
地

域
で
の
交
流
会
を
開
催
し
て
お

り
、
私
も
お
手
伝
い
を
し
て
い

ま
す
。

　
開
催
す
る
き
っ
か
け
の
一
つ

は
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
で
女
性
の

テ
ー
ブ
ル
に
1
人
お
ら
れ
て
悦

に
入
っ
て
い
る
Ｆ
さ
ん
が
は
じ

め
ら
れ
た
、
勝
手
に
集
ま
り
、

カ
ラ
オ
ケ
を
歌
う
会
で
す
。
地

域
の
高
齢
者
で
も
お
互
い
に
好

き
嫌
い
が
あ
る
よ
う
で
、
行
政

も
な
か
な
か
ま
と
め
よ
う
が
な

か
っ
た
み
た
い
で
す
。
自
然
発

生
的
に
で
き
た
会
を
、
各
地
域

に
広
め
て
い
き
ま
し
た
。
そ
こ

へ
3
年
に
一
度
お
話
を
し
に
行

し
ま
し
た
。
ふ
れ
あ
い
と
い
っ

て
も
ほ
と
ん
ど
が
高
齢
女
性
の

参
加
で
す
。

「
認
知
症
に
は

な
り
た
く
な
い

け
ど
怖
く
な
い

で
す
よ
。
脳
梗

塞
で
も
早
期
治

療
が
あ
り
ま
す

よ
。
骨
粗
し
ょ

う
症
で
頚
部
骨

折
し
て
も
寝
た

き
り
に
は
な
ら

な
い
が
不
便
に

な
り
ま
す
よ
」。

こ
の
よ
う
な
話

題
で
お
茶
を
飲

み
な
が
ら
約
1

時
間
お
話
を
し

ま
す
。
参
加
者

か
ら
は
普
段
、

医
師
に
聞
き
た

い
と
思
っ
て
い
る
質
問
等
を
受

け
ま
す
。

き
ま
す
。

　
湯
船
地
区
が
あ
り
ま
す
。
信

楽
町
の
隣
に
あ
た
る
と
こ
ろ
で

す
。
和
束
町
で
も
一
番
の
奥

ま
っ
た
地
域
で
す
。
旧
湯
船
村

で
林
業
が
主
な
生
業
で
し
た
。

こ
の
地
域
の
過
疎
化
は
和
束
町

で
も
一
番
進
行
し
て
い
ま
す
。

こ
こ
で
も
3
カ
所
で
「
ふ
れ
あ

い
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
5
人

と
8
人
と
15
人
ぐ
ら
い
の
参
加

で
す
。
開
催
場
所
は
公
民
館
で

す
。
過
疎
で
も
こ
の
よ
う
な
公

共
の
集
会
所
は
あ
り
ま
す
。
選

挙
投
票
に
利
用
し
た
り
し
て
い

ま
す
。

　
認
知
症
の
話
、
脳
梗
塞
に
つ

い
て
、
骨
粗
し
ょ
う
症
の
話
を

「
ふ
れ
あ
い
」
報
告

　
男
性
高
齢
者
の
姿
が
見
え
ま

せ
ん
。
男
性
配
偶
者
を
な
く
さ

れ
た
よ
う
な
超
高
齢
者
が
多
い

の
も
要
因
で
す
が
、
男
性
の
居

場
所
が
田
舎
に
は
少
な
い
で

す
。
囲
碁
将
棋
な
ら
屋
内
で
す

る
け
れ
ど
も
、
お
し
ゃ
べ
り
を

さ
れ
る
方
は
お
ら
れ
ま
せ
ん
。

そ
の
囲
碁
将
棋
も
さ
れ
る
方
が

め
っ
き
り
減
り
ま
し
た
。
ゲ
ー

ト
ボ
ー
ル
も
今
で
は
後
継
者
不

足
で
す
。
新
規
参
入
者
が
な

く
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
を
さ

れ
る
よ
う
で
す
。
男
性
は
少
し

の
畑
で
野
猿
や
鹿
の
害
と
格
闘

し
な
が
ら
野
菜
つ
く
り
を
さ
れ

て
い
ま
す
。
1
人
で
の
畑
仕
事

は
農
家
の
方
は
な
れ
て
お
ら
れ

る
よ
う
で
す
。
人
と
話
を
す
る

こ
と
が
ボ
ケ
防
止
の
た
め
の
一

番
の
良
薬
な
の
で
す
が
。
少
し

寂
し
い
こ
と
で
す
。

最
近
開
催
の
「
ふ
れ
あ
い
」
で
記
念
撮
影
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
も
一
緒
に

講師の朴氏

●募集期間　４月１日～５月９日
●テ ー マ　①自由テーマ、②個別テーマ「感動」
●規　　格　 カラー、モノクロどちらでも可、半切またはＡ３判（余白、余黒はつけ

たまま）。「組写真」も可(組写真は３枚１組まで)。他展応募作品は不可。
●資　　格　保険医協会会員とその家族・従業員、協会事務局員
●出 展 数　１人２点以下（組写真の場合は１組を１点とします）
●出 展 料　 １点3,000円、２点目1,500円（返却希望の場合は別途､梱包･発送料1,700円）
●写真展開催　６月28日～７月３日
●開催場所　東京・JCIIクラブ25（東京都千代田区一番町25　JCIIビル地下１階）
※お問い合わせは文化部まで。

日　時  5 月28日（土）午後２時30分～４時30分
場　所 京都府保険医協会・ルームＡ～Ｃ
内　容 渡辺緩和ケア・在宅クリニック 院長
 （現 バプテスト在宅ホスピス緩和ケアクリニック）　渡辺　剛 氏
主　催　京都府保険医協会
　　※参加は無料、事前申込は不要です。

第658回社会保険研究会
在宅における緩和ケアの現状と今後

～課題と明日への一歩
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（件）
医療事故報告受付件数の推移 累計188件

相談件数の推移 累計1012件
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医師の診る風景
柳澤 衛（相楽）

　和束より❺

基金
国保

９日
（月）

10日
（火） 労災

10日
（火）

○ ◎（※） ◎（※）

５月のレセプト受取・締切

○は受付窓口設置日、◎は締切日
受付時間：基金  ９時～17時30分
　　　　　国保  ８時30分～17時15分
　　　　　労災  ８時30分～17時15分
（※）オンライン請求　５～７日 ８時～21時
　　　　　　　　　　８～10日 ８時～24時

都
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学
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文
科
学
研
究
所
教

授
）／
憲
法
ウ
ォ
ー
ク

　
憲
法

条
の
会
（
☎

・

４月１日～５月９日

都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
教

条
京
都
の

0
5

8
5
5
0
）

４月１日～５月９日
テ ー マ　①自由テーマ、②個別テーマ「感動」

都
大
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憲
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保団連全国保険医写真展

バイバイ原発きょうと講演会


